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シクラメン軟腐病 は急性伝染病 であ り,か つ病原細菌はいわゆるSoil・borneであ るため防 除
は きわめて困難であ る。 シクラメン軟腐病 に関す る研究報告1)3)5)は少ない。 その発生生態や感染
機 構を明 らかにす ることは防除の有力な手掛か りにな るが,こ こでは本病の発生 と土壌中の病原
細菌数 との関連を調べ,参 考 としてシクラメ ン葉面上の病原細菌数 と栽培環境 としての気温を調
べ た。 この試験は本学 農学 部の温室で行 った。
材料と方法
供試 した シクラメソの品種はSalmonscarlet種であ り,種 子は9月 下旬に播種 し,翌 年の3
月中旬に第1回 目の移植,4月 中旬に10.5cm鉢に第2回 目の 移植(鉢 上げ),5月 中旬に15
cm鉢 に第3回 目の移植(定 植)を 行 った。 この よ うに生育 した シクラメン100鉢を本試験 に使
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用 した。土壌中の細菌数の測定は変法 ドリガル スキー培地4)を用いて希釈平板法2)で行 った。土
壌の採集は100鉢か らランダムに20鉢を選び,球 根周囲の土壌 を2～39ず つ取 り,よ く混合 し
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